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報告書データ / Report
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内容）

Abstract (Aim, Use
Applications and

Contents)

Bubblinは植物の気孔形成に影響を与えるピリジン-チアゾール系の化合物であ
る。Bubblinを植物体に処理すると、気孔幹細胞であるメリスメモイドの非対称分
裂がかく乱され、気孔がクラスター状に形成される。本利用課題では、Bubblinの
作用機序を明らかにするため、マテリアル先端リサーチインフラ事業による共同研
究を進め、Bubblinの標的因子の同定を目指した。

実験
Experimental

今年度は生化学的アプローチと遺伝学的アプローチの両方向からBubblinの標的因
子の探索を行った。昨年度、Bubblin誘導体R50,51,52を用いたプルダウン実験お
よび質量分析により、Bubblin標的因子の候補を見出していた。今年度は、その候
補因子をコードする遺伝子の変異体を取得し、気孔形成とBubblin処理に対する応
答を調べた。また遺伝学的アプローチでは、Bubblin処理に対して低感受性を示す
シロイヌナズナ野生型系統Sq株を用いた実験を行った。なお、合成標品の同定に
はNMR（Avance NEO 400、 Bruker社、公立千歳科学技術大学登録装置）を用い
た。

結果と考察
Results and Discussion

ストックセンターから標的候補遺伝子のT-DNA挿入変異体を取り寄せ、ジェノタイ
ピングによって実際に遺伝子が欠損していることを確認した。当該変異体の子葉表
皮の顕微鏡観察では気孔形成の異常は見られなかった。また、変異体に対し
てBubblin処理を行ったところ野生型と顕著な違いは見られなかった。データベー
ス検索により当該遺伝子にはよく似たホモログ遺伝子が１つ存在することが判明し
たため、今後はその遺伝子破壊株も取り寄せ解析を行う予定である。遺伝学的アプ
ローチでは、マッピングにより標的遺伝子同定を行うための準備として、Sq株と標
準系統Col-0株のF2個体を作出し、Bubblin処理を行った。今後、選抜したF2個体
を用いてマッピング作業に移行する予定である。
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